
日本語教育学会 歴史・沿革 

2015.4.1現在 

昭和36(1961) 年度 11月・本学会の前身「日本語教育研究会」が有志30名により発足し，以後4回の例

会を重ね，学会創立の機運が高まった。  

昭和37(1962)年度 6月・「外国人のための日本語教育学会」創立。会長・鳥養利三郎，副会長・伊藤

日出登，長沼直兄。  

・『日本語教育のために』刊行。  

9月・『日本語教育学会会報』発行。  

・「第1回研究例会」開催。  

昭和38(1963)年度 ・「外国人のための日本語教育講習会」開催。  

昭和39(1964)年度 ・文部省主催「日本語教育講習会」協力。  

・「外国人のための日本語教育講習会」開催。 

昭和40(1965)年度 ・文部省共催「昭和40年度日本語教育研修会」開催。 

昭和41(1966)年度  ・文部省共催「昭和41年度日本語教育研修会」開催。  

昭和42(1967)年度  ・文部省共催「昭和42年度日本語教育研修会」開催。  

昭和43(1968)年度  ・文化庁共催「昭和43年度 日本語教育研修会」開催。  

・文部省編『外国人のための日本語読本』(初級・中級)作成に協力。  

・「東京語を勉強する会」(6回)開催。  

・「日本語教授法研究会」(13回)開催。  

昭和44(1969) 年度  ・文化庁主催「昭和44年度日本語教育研修会」協力。  

・「日本語教師のための文章勉強会」開催。  

・「日本語教師のための発音朗読勉強会」開催。  

昭和45(1970)年度  ・文化庁主催「昭和45年度 日本語教育研修会」協力。  

昭和46(1971)年度  7月・文化庁主催「昭和46年度日本語教育研修会」協力（～8月）。  

昭和47(1972)年度  7月・文化庁主催「昭和47年度日本語教育研修会」協力（～8月）。  

9月・小川芳男，会長就任。  

10月・機関誌『NKG通信』創刊。第14号より『学会ニュース』に改称。  

昭和48(1973)年度  7月・文化庁主催「昭和48年度日本語教育研修会」協力（～8月）。  

10月・国際交流基金主催「海外日本語教師研修会」(3ヶ月)協力。  

11月・国際交流基金主催「第1回海外派遣日本語教員研修会」(5ヶ月)協力。  

昭和49(1974)年度  7月・文化庁主催「昭和49年度日本語教育研修会」協力（～8月）。  

8月・ 国際交流基金主催「第2海外派遣日本語教員研修会」(6ヶ月)協力。  

昭和50(1975)年度  1月・国際交流基金主催「昭和49 年度海外日本語講師研修会」(2ヶ月)協力。  

6月・ 国際交流基金主催「昭和50年度日本語教育研修会」協力（～7月）。  

7月・ 国立国語研究所主催「昭和50年度日本語教育研修会」協力（～8月）。  

8月・国際交流基金主催「昭和50年度海外日本語講師研修会」協力（～9月）。  

9月・前田陽一，副会長就任。  

昭和51(1976)年度  6 月・国際交流基金主催「昭和51 年度日本語教育研修会」協力（～12 月）。  



7 月・国際交流基金主催「昭和51 年度海外日本語講師研修会」協力 (～8 月）。  

・国立国語研究所主催「昭和51 年度日本語教育研修会」協力（～8 月）。  

12 月・The Association of Teachers of Japanese(ATJ)の年次大会  

(ニューヨーク)における講演・発表のため，小川芳男会長・寺村秀夫理事

派遣。  

3 月・外務・文部両省の許可により，社団法人を設立，名称を「日本語教育学会」

(The Society for Teaching Japanese as a Foreign Language)とする。  

会長・小川芳男，副会長・前田陽一，林大。  

昭和52(1977)年度  

 

4 月・天城勲・岩淵悦太郎，顧問就任。  

5 月・国際交流基金委託「昭和52 年度日本語教育研修会」実施（～12 月）。  

7 月・国際交流基金委託「昭和52 年度海外日本語講師研修会」実施（～8 月）。  

・国立国語研究所主催「昭和52 年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力

（～8 月）  

8 月・国立国語研究所日本語教育センターの整備充実について，自由民主党文教

部会文教制度調査会に陳情。  

3 月・国際交流基金共催「第1 回日本語教育国際会議」 (東京・大阪) 開催。  

○『日本語教育』第32～34 号。  

○『NKG 通信』第13 号。  

○『学会ニュース』(『NKG 通信』改称)第14 号。  

○「研究例会」3 回(東京)。  

昭和53(1978)年度  

 

4 月・『東京』『日本の地理』(日本語教育副教材・日本事情シリーズ)刊行。  

5 月・国際交流基金委託「昭和53 年度日本語教育研修会」実施（～12 月）。  

7 月・国際交流基金委託「昭和53 年度海外日本語講師研修会」実施（～8 月）。  

・国立国語研究所主催「昭和53 年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力

（～8 月）。  

12 月・国際交流基金共催「第1 回日本語教育国際会議」(東京・大阪)開催。  

・日中協会共催「日本語教育研修会」実施。  

3 月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力検定試験実施に関する調査」

のため，小川芳男会長・大坪一夫理事を，アジア7 か国・地域に派遣。  

○『日本語教育』第35～37 号。  

○『NKG 通信』第13 号。  

○『学会ニュース』第15，16 号。  

○「研究例会」5 回(東京)。  

昭和54(1979)年度  

 

5 月・国際交流基金助成「昭和54 年度日本語教育研修会」実施（～12 月）。  

7 月・国際交流基金委託「昭和54 年度海外日本語講師研修会」実施（～8 月）。  

・国立国語研究所主催「昭和54 年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力

（～8 月）。  

10月・学会誌『日本語教育』，学術定期刊行物として，文部省科学研究費補助金(研



究成果公開促進費)を受けることになる。  

・『新幹線』(日本語教育副教材・日本事情シリーズ)刊行。  

2月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力検定予備試験」を，アジア・

大洋州・中南米9カ国・地域15カ所で実施（～3月）。  

3月・国際交流基金『海外日本語教育機関一覧』(昭和56年版)作成のための機関調

査原稿完成。  

○『日本語教育』第38～40号。  

○『学会ニュース』第17～19号。  

○「研究例会」8回(東京5，大阪3) 。  

○「講演会」2回(東京)。  

昭和55(1980)年度  

 

5月・国際交流基金助成「昭和55年度日本語教育研修会」実施（～12月）。  

・「第1回日本語教育を語りあう会」(東京)開催。  

7月・国際交流基金委託「昭和55年度海外日本語講師研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和55年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

10月・国際交流基金「昭和55年度国際交流奨励賞」受賞。  

12月・学会誌『日本語教育』，国際標準逐次刊行物登録ISSN0389-4037。  

3月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力検定試験」を，アジア・大洋

州8カ国。地域12カ所で実施(6か国・地域に大坪一夫理事派遣) 。  

・外務省主催「第1回中華人民共和国日本語講師研修会」一行・本学会関係者

交流懇談。  

・国際交流基金助成・調査研究事業「外国人のための日本語能力検定試験に関

する調査研究の経過報告-1980年2～3月施行・日本語能力検定予備試験」作

成。  

・『日本人の一生』(日本語教育副教材・日本事情シリーズ)刊行。  

○『日本語教育』第41～43号。  

○『学会ニュース』第20～22号。  

○「研究例会」9回(東京)。  

○「日本語教育を語りあう会」7回(東京)。  

昭和56(1981)年度  

 

5月・国際交流基金助成「昭和55年度日本語教育研修会」実施（～12月）。  

・「第1回日本語教育を語りあう会」(東京)開催。  

7月・国際交流基金委託「昭和55年度海外日本語講師研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和55年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

1月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力検定試行試験」を，アジア・

大洋州・北米・南米・アフリカ15カ国・地域22カ所で実施（～3月）  

2月・外務省主催「第2回中華人民共和国日本語講師研修会」一行・本学会関係 

者交流懇談。  



3月・「音声」「言語行動」「文法」「視聴覚教育」4研究部会発足。  

・国際交流基金助成・調査研究事業「外国人のための日本語能力検定試験に関

する調査研究の経過報告Ⅱ-1981年版・日本語能力検定試行試験」作成。  

○『日本語教育』第44～46号。  

○『学会ニュース』第23～25号。  

○「研究例会」9回(東京7・京都1・神戸1) 。  

○「日本語教育を語りあう会」8回(東京) 。  

昭和57(1982)年度  

 

5月・『日本語教育事典』(国際交流基金，日本万国博覧会記念協会助成・日本語

教育学会編・大修館書店)刊行。  

・国際交流基金助成「昭和57年度日本語教育研修会」実施（～  

1月）。  

7月・国際交流基金委託「昭和57年度海外日本語講師研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和57年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

11月・「日本語教育学会創立20周年・法人設立5周年記念式典」挙行。講演会・研

究発表会開催。  

1月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力認定試行試験」を，アジア・

大洋州・欧州・北米・南米・アフリカ23カ国・地域36カ所で実施（～3月）。  

2月・外務省主催「第3回中華人民共和国日本語講師研修会」一行・本学会関係者

交流懇談。  

3月・放送文化基金助成『日本の放送』(日本語教育副教材・日本事情シリーズ)刊

行。  

・国際交流基金助成・調査研究事業「外国人のための日本語能力認定試験に関

する調査研究の経過報告Ⅲ-1982年版・日本語能力認定試行試験」作成。  

○『日本語教育』第47～49号。  

○『学会ニュース』第26～28号。  

○「研究例会」7回(東京6・神戸1)。  

○「日本語教育を語りあう会」8回(東京)。  

昭和58(1983)年度  

 

5月・国際交流基金助成「昭和58年度日本語教育研修会」実施（～1月）。  

6月・前田陽一，顧問就任。宮地裕副会長就任。  

7月・国際交流基金委託「昭和58年度海外日本語講師研修会」実施。  

（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和58年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

1月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力認定試行試験」を，アジア・

大洋州・欧州・北米・南米・中南米18カ国・地域26カ所で実施（～3月）。  

2月・外務省主催「第4回 中華人民共和国日本語講師研修会」一行・本学会関係者

交流懇談。  



・『京都・大阪とその周辺-近畿地方』(日本語教育副教材・日本事情シリーズ)刊

行。  

3月・国際交流基金助成・調査研究事業「外国人のための日本語能力認定試験に関

する調査研究の経過報告Ⅳ-1983年版・日本語能力認定試行試験」作成。  

○『日本語教育』第50～52号。  

○『学会ニュース』第29～31号。  

○「研究例会」7回(東京6・大阪1) 。  

○「日本語教育を語りあう会」8回(東京) 。  

○「報告会」1回(東京) 。  

昭和59(1984)年度  

 

5月・国際交流基金助成「昭和59年度日本語教育研修会」実施（～1月）。  

7月・国際交流基金委託「昭和59年度海外日本語講師研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和59年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

11月・日本学術会議登録学術研究団体(語学・文学・教育学)となる。  

3月・国際交流基金助成「外国人のための日本語能力認定試行試験」を，アジア・

大洋州・欧州・北米・南米・中南米18カ国・地域26カ所で実施。  

・学会誌『日本語教育』バックナンバー(創刊準備号～第35号)合本6巻刊行。  

・国際交流基金助成・調査研究事業「外国人のための日本語能力認定試験に関

する調査研究の経過報告Ⅴ-1984年版・日本語能力認定試行試験」作成。  

○『日本語教育』第53～55号。  

○『学会ニュース』第32～34号。  

○「研究例会」8回(東京7・京都1)。  

○「日本語教育を語りあう会」9回(東京)。  

○「講演会」1回(東京)。  

○「研究発表会」1回(東京)。  

昭和60(1985)年度  

 

4月・「『日本語教育』索引」(創刊準備号～第50号)刊行。  

5月・目黒ユネスコ協会・目黒教育委員会共催「日本語教師養成講座」協力（～10

月）  

・国際交流基金助成「昭和60年度日本語教育研修会」実施（～1月）。  

6月・小川芳男，顧問就任。林大，会長就任。木村宗男，副会長就任。  

7月・国際交流基金委託「昭和60年度 海外日本語講師研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和60年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

1月・外務省主催「韓国高等学校日本語教師」一行・本学会関係者交流懇談。  

2月・国際交流基金主催「昭和60年度・中国日本語講師短期研修会」一行・本学 

関係者交流懇談。  

・外務省主催「第4回中華人民共和国日本語講師研修会」一行・本学会関係者

交流懇談。  



3月・国際交流基金委託「昭和59年度・日本語能力試験分析評価に関する報告書」

作成。  

○『日本語教育』第56～58号。  

○『学会ニュース』第32～34号。  

○「研究例会」8回(東京7・京都1)。  

○「日本語教育を語りあう会」9回(東京)。  

○「研究発表会」1回(東京)。  

昭和61(1986)年度  

 

5月・『日本語教育のあらまし』刊行。  

・国際交流基金助成「昭和61年度日本語教育研修会」実施（～1月）。  

7月・国際交流基金委託「昭和61年度海外日本語講師短期研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和61年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

8月・第1回「日本語教育集中研修会」(5日間)(東京)実施 。  

1月・外務省主催「韓国高等学校日本語教師」一行・本学会関係者交流懇談。  

2月・第1回「大学と科学」公開シンポジウム組織委員会主催  

公開シンポジウム「日本語の特性と機械翻訳」後援。  

・国際交流基金主催「昭和61年度中国日本語講師短期研修会」一行・本学会関

係者交流懇談。  

3月・「昭和61年度日本語教育学会大会」(上智大学) 開催。  

・昭和61年度文化庁日本語教育研究委嘱「『日本語教育機関におけるコースデ

ザインの方法とコース運営上の教師集団の役割の分担に関する調査研究』初

年度中間報告書」作成。  

・国際交流基金委託『昭和60年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』

作成。  

・国際交流基金助成「昭和61年度調査研究事業報告書『日本語教育関係者一

覧』の作成について」作成。  

○『日本語教育』第59～61号。  

○『学会ニュース』第38～40号。  

○「研究例会」12回(東京6・名古屋1・大阪4・福岡1) 。  

○「日本語教育を語りあう会」7回(東京5・金沢1・京都1) 。  

○「講演会」1回(東京) 。  

昭和62(1987) 年度  

 

4月・『日本語教育事典』<縮刷版>刊行。(大修館書店)  

・国際交流基金助成「昭和62年度日本語教育研修会実習課程」実施（～2月）。  

5月・国際交流基金助成「昭和62年度日本語教育研修会」実施（～1月）。  

7月・国立国語研究所主催「昭和62年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪) 協 

力（～8月）。  

・国際交流基金委託「昭和62年度海外日本語講師短期研修会」実施（～8月）。  

8月・「第2回・日本語教育集中研修会」(3日間)(福岡) 実施。  



10月・日本ユネスコ協会連盟・民間ユネスコ40周年記念大会において表彰される。  

1月・外務省主催「韓国高等学校日本語教師」一行・本学会関係者交流懇談。  

3月・「昭和62年度日本語教育学会大会」 (日本都市センター) 開催。  

・『日本の歴史』-日本語教育副教材・日本事情シリーズ(日本語教育学会編・

凡人社)刊行。  

・国際交流基金助成『日本語教育関係者一覧』刊行。  

・昭和62年度文化庁日本語教育研究委嘱「『日本語教育機関におけるコースデ

ザインの方法とコース運営上の教師集団の役割の分担に関する調査研究』報

告書」作成。  

・国際交流基金委託『昭和61年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』作

成。  

・国際交流基金助成「『昭和62年度日本語教育研修会実習課程』報告書」作成。  

○『日本語教育』第62～64号。  

○『学会ニュース』第41～43号 。  

○「研究例会」14回(東京6・名古屋1・大阪5・神戸1・福岡1) 。  

○「日本語教育を語りあう会」7回(東京6・京都1) 。  

○「講演会」1回(東京)  

昭和63(1988)年度  

 

4月・日本語教師養成教材・ビデオシリーズ『日本語授業の実際』(プロコムジャ

パン制作)監修担当(一部，企画にも参加)。  

・国際交流基金助成「昭和63年度日本語教育研修会実習課程」  

実施（～1月）。  

5月・国際交流基金助成「昭和63年度日本語教育研修会」実施（～1月）。  

7月・宮地裕副会長，第14期日本学術会議会員(第1部・人文学系)となる。  

・国際交流基金委託「昭和63年度海外日本語講師短期研修会」実施（～8月）。  

・国立国語研究所主催「昭和63年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

8月・「第3回日本語教育集中研修会」(4日間) (金沢)実施。  

9月・「中国日本語教育コース・デザイン視察団」一行・本学会関係者交流懇談。  

10月・「昭和63年度日本語教育学会大会」(津田ホール)開催。  

11月・「中国・大学日本語教師訪日研修視察団」一行・本学会関係者交流懇談。

日本語教育講義。  

1月・外務省主催「日韓青少年交流計画・高校日本語教師」一行・本学会関係者交

流懇談。  

2月・外務省主催「在韓国日本大使館日本語講座成績優秀者」一行・本学会関係者

交流懇談。  

・外務省主催「在韓国釜山日本総領事館日本語講座成績優秀者」一行・本学会

関係者交流懇談。  

・国際交流基金主催「昭和63年度中国日本語講師短期研修会」一行・本学会関



係者交流懇談。  

3月・昭和63年度文化庁日本語教育研究委嘱「『日本語教育機関におけるコースデ

ザインの方法とコース運営上の教師集団の役割の分担に関する調査研究』報

告書」作成。  

・国際交流基金委託『昭和62年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』作

成。  

・国際交流基金助成・昭和63年度調査研究事業「『日本語テスト入門』報告書」

作成。  

○『日本語教育』第65～67号。  

○『学会ニュース』第44，45号。  

○「研究例会」10回(東京6・京都2・豊中1・長崎1)。  

○「日本語教育を語りあう会」9回(東京7・京都2) 。  

○「講演会」1回(東京) 。  

○「報告会」1回(東京) 。  

平成元(1989)年度  

 

4月・佐藤正二，顧問就任。  

5月・海外日系人協会主催・第30回海外日系人大会記念事業「海外日系人社会に関

する国際シンポジウム」協賛。  

・名古屋YWCA主催「日本語教育シンポジウム」後援。  

・野元菊雄，副会長就任。  

6月・「日本語教育学会会員特別日本語教育研修会」(3回)（東京）実施。  

7月・国際交流基金助成「平成元年度日本語教育研修会基礎課程」実施（～1月）  

・国際交流基金助成「平成元年度日本語教育研修会実習課程」実施（～2月）。  

・国立国語研究所主催「平成元年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

8月・「第4回・日本語教育集中研修会」(3日間(札幌))実施。  

10月・「平成元年度日本語教育学会大会」 (津田ホール) 開催。  

11月・言語文化研究所主催「東京日本語学校開校40周年記念シンポジウム」後援。  

・「日本語教育学会会員特別日本語教育研修会」(4回)（東京）実施（～12月）。  

12月・津田塾会主催「日本語シンポジウム」後援。  

1月・日韓文化交流基金主催「韓国・釜山弁論大会成績優秀者」一行・本学会関係

者交流懇談。  

・日韓文化交流基金主催「韓国・高校日本語教師」一行・本学会関係者交流懇

談。  

2月・日韓文化交流基金主催「韓国・ソウル弁論大会成績優秀者」一行・本学会関

係者交流懇談。  

・日韓文化交流基金主催「韓国・日本語専攻大学生」一行・本学会関係者交流

懇談。  

3月・『日本語教育ハンドブック』(日本語教育学会編・大修館書店)刊行。  



・平成元年度文化庁日本語教育研究委嘱「『教授活動における日本語教師の実

践的能力と授業技術に関する調査研究』初年度中間報告書」作成。  

・国際交流基金助成・平成元年度調査研究事業「『日本語聴解問題の改善に関

する考察』報告書」作成。  

・国際交流基金助成・平成元年度調査研究事業「『日本語口頭能力試験の開発

に関する考察』報告書」作成。  

○『日本語教育』第68～70号。  

○『学会ニュース』第46～49号。  

○「研究例会」8回(東京5・京都1・神戸1・福岡1) 。  

○「日本語教育を語りあう会」9回(東京6・名古屋1・京都2)。  

○「講演会」1回(東京)。  

平成2(1990)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成2年度日本語教育研修会実習課程」実施（～1月）。  

5月・国際交流基金助成「平成2年度日本語教育研修会理論課程」実施（～1月）。  

7月・国立国語研究所主催「平成2年度日本語教育夏季研修」(東京・大阪)協力（～

8月）。  

・中国「全国大学日語学術研討会-中・日 日本語教育シンポジウム」後援。 

野元菊雄副会長派遣(中国・承徳市) 。（～8月）  

8月・「第5回日本語教育集中研修会」(3日間) (長崎)実施。  

9月・「特別講演会」-第1シリーズ“世界の中の日本語”-(4回) (東京)開催。  

10月・「平成2年度日本語教育学会大会」(昭和女子大学)開催。  

12月・津田塾会主催「日本語シンポジウム」後援。  

・『日本語教育におけるコミュニカティブ・アプローチ』(日本語教育学会編・

凡人社)刊行。  

1月・「特別講演会」-第2シリーズ“世界の中の日本語”-(4回) (東京)開催。  

3月・国際交流基金助成「『昭和63年度日本語教育研修会実習課程』報告書」作成。  

・国際交流基金助成「『平成元年度日本語教育研修会実習課程』報告書」作成。  

・国際交流基金助成「『平成2年度日本語教育研修会実習課程』報告書」作成。  

・平成2年度文化庁日本語教育研究委嘱「『教授活動における日本語教師の実

践的能力と授業技術に関する調査研究』中間報告書」作成。  

・国際交流基金助成・平成2年度調査研究事業「『日本語聴解問題の改善に関 

する考察(Ⅱ)』報告書」作成。  

・国際交流基金助成・平成2年度調査研究事業「『日本語口頭運用能力の評価

に関する考察』報告書」作成。  

○『日本語教育』第71～73号  

○『学会ニュース』第50～52号  

○「研究例会」8回(東京4・金沢1・大阪1・箕面1・福岡1)  

○「日本語教育を語りあう会」7回(東京4・名古屋1・京都2)  

○「研究発表会」1回(東京)  



○「講演会」1回(東京)  

平成3(1991)年度  

 

4月・『日本語テストハンドブック』(日本語教育学会編・大修館書店)刊行。  

・国際交流基金助成「平成3年度日本語教育研修会実習課程」実施（～1月）。  

5月・「ワークショップ」-第1シリーズ(4回)（東京）開催。  

・「平成3年度日本語教育学会春季大会」(明海大学)開催。  

・『日本語教育機関におけるコース・デザイン』(日本語教育学  

会編・凡人社)刊行。  

・国際交流基金助成「平成3年度日本語教育研修会理論課程」実施（～1月）。  

・理事改選。  

6月・「ワークショップ」-第2シリーズ(4回)（東京）開催。  

・評議員改選。  

7月・徳川宗賢理事，第15期日本学術会議会員(第1部・人文学系)となる。  

・国立国語研究所主催「平成3年度日本語教育夏季研修」（東京・大阪）協力

（～8月）。  

8月・「第6回日本語教育集中研修会」(3日間)(名古屋)実施。  

・「1991年度日本語教育国際セミナー(中国・武漢市)に，佐治圭三理事派遣。  

10月・「平成3年度日本語教育学会秋季大会」（同志社大学) 開催。  

11月・津田日本語教育センター主催「日本語専門家会議」及び「日本語シンポジ

ウム」後援（～12月）。  

1月・ビジネス日本語研究会主催「第1回ビジネス日本語スピーチ・コンテスト東

京大会」後援。  

3月・平成3年度文化庁日本語教育研究委嘱「『教授活動における日本語教師の実

践的能力と授業技術に関する調査研究』最終報告書」作成。  

・国際交流基金助成・平成3年度調査研究事業「『日本語聴解問題の改善に関

する考察』最終報告書」作成。  

・国際交流基金助成・平成3年度調査研究事業「『日本語口頭運用能力の評価

に関する考察』最終報告書」作成。  

・「日本語教材データファイル」(日本語教科書)編集。  

・『日本語教育の概観』(稿本)作成。  

○『日本語教育』第74～76号  

○『学会ニュース』第53～55号  

○「研究例会」5回(東京1・名古屋1・京都1・枚方1・福岡1)  

○「日本語教育を語りあう会」7回(東京4・名古屋1・京都2)  

○「講演会」1回(東京)  

平成4(1992)年度  

 

4月・「第1回日本語教育学会研究発表会」(東京)開催。  

・国際交流基金助成「平成4年度日本語教育研修会理論課程・実習課程」実施

（～1月）。  

5月・「日本語教育学会創立30周年・法人設立15周年記念大会」（東京外国語大学）



開催。  

7月・「日本語教育集中研修会」（仙台）開催。  

8月・日本語教育支援システム研究会主催「研究発表会」後援。  

・富山大学教養部日本語・日本事情研究室主催「国際交流セミナー」後援。  

9月・名古屋YMCA主催「創立60周年記念日本語シンポジウム」後援。  

10月・「平成4年度日本語教育学会秋季大会」（南山大学）開催。  

11月・文部省科学研究費重点領域研究・日本語音声主催「国際シンポジウム」協

賛。  

・福岡YMCA主催「日本語教師養成講座10周年記念シンポジウム」後援。  

・兵庫県国際交流協会主催 「’92日本語教育フォーラム」後援  

1月 ・第7回「大学と科学」シンポジウム組織委員会主催「第7回『大学と科学』

公開シンポジウム」後援。  

3月・ビジネス日本語研究会主催「第2回・ビジネス日本語スピーチ・コンテスト

東京大会」後援。  

・文化庁委嘱「日本語教師養成・研修プログラムにおける実習教育の在り方に

関する調査研究」実施，報告書作成。  

・国際交流基金助成『平成3年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』作

成  

・国際交流基金委託)『日本語能力試験の概要1992年版(1991年度試験結果の分

析)』作成。  

・『日本語教材データファイル:日本語教科書1992』刊行。  

・国際交流基金助成『日本語教育関係者一覧』新版作成のためのデータ収集調

査。  

・言語教育振興財団助成「教育工学的手法による対話型マルチメディア教材の

開発に関する基礎的調査研究」実施。  

○『日本語教育』第77～79号(文部省科研費補助，国際交流基金助成)  

○「研究発表会」8回(東京3・中部1・近畿1・中国1・九州1)  

平成5(1993)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成5年度日本語教育研修会理論課程・実習課程」実施

（～1月）。  

5月・「平成5年度日本語教育学会春季大会」（国際基督教大学)開催 。  

・理事改選。  

6月・会長林大，副会長野元菊雄，宮地裕(再任)。  

・評議員改選。  

・国際教育振興会主催「第34回外国人による日本語弁論大会」後援。  

8月・「日本語教育集中研修会」(東京)実施。  

10月・「平成5年度日本語教育学会秋季大会」（姫路獨協大学)開催。  

・兵庫県国際交流協会主催「’93 日本語教育フォーラム」後援。  

11月・日本学術会議主催「アジア学術会議」後援。  



・津田日本語教育センター主催 「第6回日本語シンポジウム」後援。  

1月・「国際文化交流に関する懇談会」(総理大臣私的諮問機関)に提言提出。  

3月・文化庁委嘱「日本語教師養成・研修プログラムにおける実習教育の在り方に

関する調査研究報告書(第2年次)」作成。  

・国際交流基金助成『日本語教育関係者一覧1994』刊行。  

・国際交流基金委託『平成4年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，

『日本語能力試験の概要1994年版(1993年度試験結果の分析)』作成。  

○『日本語教育』第80～82号(文部省科研費補助，国際交流基金助成)  

○『学会ニュース』第59～61号(『学会ニュース』は，第61号をもって単独発行

を終わる。)  

○「研究発表会」10回(東北1・東京2・中部1・北陸1・近畿2・中国1・四国1・九

州1)  

○プロコムジャパン企画・制作日本語教師養成用ビデオ教材「日本語授業の実際」

別巻『外国語体験授業』監修。  

平成6(1994)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成6年度日本語教育研修会理論課程・実習課程」実施

（～1月）。  

5月・「平成6年度日本語教育学会春季大会」(早稲田大学)開催。  

・平成6年度通常総会において「日本語教育学会理事及び評議員の選出手続き

に関する細則」承認。  

6月・「国語学会50周年記念大会」後援。  

・南山大学主催「日本語教育日本語学国際シンポジウム」後援。  

7月・国際教育協会主催「第35回外国人による日本語弁論大会」後援。  

8月・「日本語教育集中研修会」実施。  

・文化庁主催「これからの日本語教育を考えるシンポジウム」協賛。  

10月・「平成6年度日本語教育学会秋季大会」開催（宮城・東北大学)。  

11月・津田日本語教育センター主催「第6回日本語シンポジウム」後援。  

2月・日本学術会議主催「第2回・アジア学術会議」後援。  

3月・シンポジウム「日本語能力試験をめぐって」開催（東京) 。  

・『日本語教育の概観』刊行(東京倶楽部助成)。  

・文化庁委嘱『国内日本語教育ネットワーク作りに関する調査報告書』作成。  

・国際交流基金助成『日本語学習におけるコンピューター利用の実際-教材か

らコースウエアーまで-』および『日本語教育におけるハイパーメディアの

可能性』作成。  

・国際交流基金委託)『平成5年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，

『日本語能力試験の概要1995年版(1994年度試験結果の分析)』作成。  

○『日本語教育』第83～85号(文部省科研費補助，国際交流基金助成)  

○「研究発表会」9回(東京2・中部2・北陸1・近畿1・中国1・四国1・  

九州1)  



○理事・評議員候補者推薦の実施。  

○『タスク日本語教授法』編集(平成7年度に凡人社から刊行)。  

○「オーストラリアの第二言語能力判定基準:日本語」検討依頼への協力。  

平成7(1995)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成7年度日本語教育研修会実習課程」実施(～8年2月)。  

・第1回研究発表会(東京) 。  

5月・「平成7年度日本語教育学会春季大会」開催（東京・学習院大学)。  

・理事改選。  

・林大が会長を，宮地裕が副会長を，理事任期満了によりそれぞれ退任。  

6月・国際交流基金助成「日本語教育研修会研究コース」実施(～8年3月)。  

・会長に野元菊雄，副会長に玉村文郎，水谷信子就任。  

・評議員改選。  

・第2回研究発表会(25日，福岡) 。  

・第10回会員研修会(福岡)  

7月・国際教育振興会主催「第36回外国人による日本語弁論大会」後援。  

・文化庁主催シンポジウム「これからの日本語教育を考える」後援。  

8月・文化庁・国立国語研究所・日本語教育学会共催「助成研究発表会」開催(東

京)。  

・第11回会員研修会(東京)  

・北海道国際交流センター主催「日本語教育セミナー」後援。  

9月・第3回研究発表会(大阪) 。  

10月・「平成7年度日本語教育学会秋季大会」開催(福岡・福岡大学) 。  

11月・第4回研究発表会(富山) 。  

1月・第5回研究発表会(松山)  

2月・第6回研究発表会(愛知)  

3月・第7回研究発表会(広島)，第8回研究発表会(京都)，第9回研究発表会(北海道)  

・平成7年度臨時総会において林大および宮地裕が名誉会員に推薦される。  

・討論会「インターネットと日本語」東京) 。  

・日本学術会議主催「第3回・アジア学術会議」後援。  

○『日本語教育』第86～88号，「展望1995」号(文部省科研費補助，国際交流基

金助成)  

○国際交流基金助成『海外派遣日本語教師の現状と課題』作成。  

○文化庁委嘱，第2年目「国内の日本語教育のネットワーク作りに関する調査研

究」報告書作成。  

○海外会員を対象に学会に対する要望・意見等アンケート調査実施。  

○国際交流基金委託『平成6年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日

本語能力試験の概要1995年版(1994年度試験結果の分析)』作成。  

○『日本語教育の概観』英語版作成。  

○『日本語教育事典』新版作成検討の委員会発足。  



平成8(1996)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成8年度日本語教育実習コース」実施(～9年2月)。  

・第1回研究集会(20日，東京)  

・国際交流基金助成「平成8年度日本語教育研究コース」プログラムA実施，プ

ログラムB実施(～9年2月)。  

5月・「平成8年度日本語教育学会春季大会」開催（茨城・筑波大学)。  

6月・第2回研究集会(福岡)  

・第3回研究集会(福岡)  

・第4回研究集会(名古屋)  

7月・国際教育振興会・国際交流基金主催「第37回外国人による日本語弁論大会」

後援。  

・文化庁主催「日本語教育大会」後援(東京・大阪)。  

8月・「第2回助成研究発表会」開催（東京) 。  

・第5回研究集会（東京) 。  

9月・第6回研究集会(札幌)  

・第7回研究集会(神戸)  

10月 ・「平成8年度日本語教育学会秋季大会」開催。(5～6日，京都・京都外国語

大学)  

・第8回研究集会(27日，広島)  

11月 ・第9回研究集会(30日，金沢)  

12月 ・第10回研究集会(15日，仙台)  

3月・第12回研究集会(8日，高知)  

・平成8年度臨時総会において定款の一部変更(事務所)を議決。  

・第13回研究集会(東京)  

・アメリカETSテスト専門家Woodford氏講演会「ETSのテスト開発について」開

催(東京)。  

○『日本語教育』第89～92号(文部省科研費補助，国際交流基金助成)  

○理事・評議員候補者推薦の実施。  

○国際交流基金助成『海外派遣日本語教師の現状と課題Ⅱ』報告書作成。  

○文化庁委嘱『国内の日本語教育ネットワーク作りに関する調査研究-最終報告

書-』作成。  

○文化庁委嘱『マルチメディア日本語教材に関する調査研究-報告書-』作成。  

○国際交流基金委託『平成7年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日

本語能力試験の概要1996年版(1995年度試験結果の分析)』作成。  

○日本貿易振興会主催「第2回ジェトロビジネス日本語能力テスト」後援。  

平成9(1997)年度  

 

4月 ・国際交流基金助成「平成9年度日本語教育実習コース」「研究コース」プロ

グラムA，プログラムB実施(～10年2月)。  

・事務所移転。  

5月・「平成9年度日本語教育学会春季大会」開催(慶應義塾大学) 。  



・理事改選。  

・野元菊雄が理事任期満了により会長を退任。  

6月・会長に水谷修，副会長に玉村文郎(再選)，西尾珪子就任。  

・第1回研究集会(福岡)，第2回研究集会(福岡)，第3回研究集会(名古屋)。  

・評議員改選。  

・国際教育振興会・国際交流基金主催「第38回外国人による日本語弁論大会」

後援(東京)。  

7月・第4回研究集会(東京)  

・「平成9年度助成研究発表会」開催。(東京)  

・文化庁主催「平成9年度文化庁日本語教育大会」後援（東京)。  

8月・第5回研究集会(東京)  

9月・第6回研究集会(京都)，第7回研究集会(沖縄)  

10月・「平成9年度日本語教育学会秋季大会」開催。(広島アステールプラザおよ

び広島大学)  

11月・第8回研究集会(岡山)，第9回研究集会（金沢)  

12月・第10回研究集会(仙台)  

3月・第11回研究集会(関西)，第12回研究集会(鳴門)，第13回研究集会（北海道)，

第14回研究集会(東京)  

・日本学術会議主催「第5回アジア学術会議:科学者フォーラム」後援。  

・野元菊雄，名誉会員に推薦される。  

・「日本語教育学会創立35周年・社団法人20周年記念式・国際シンポジウム『地

球時代の日本語教育ネットワーキング』」開催(14日，東京・昭和女子大学)。

学会創立以来の会員のうち18名の会員を表彰。  

・日本語教育学会インターネット・ホームページ開設。  

○『日本語教育』第93～96号(文部省科研費補助，国際交流基金助成)  

○国際交流基金委託『平成8年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日

本語能力試験の概要1997年版(1996年度試験結果の分析)』作成。  

○国際交流基金助成「日本語教育の改善と推進の方策に関する調査研究」実施。  

○文化庁委嘱「日本語教育における教授者の行動ネットワークに関する調査研

究」実施。  

○文化庁委嘱「日本語教育におけるマルチメディア教材に関する調査研究」実施，

『マルチメディア日本語教材に関する調査研究-別冊マニュアル-』作成。  

○新版日本語教育事典の企画編集検討。  

平成10(1998)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成10年度日本語教育実習コース」，「研究コース」プ

ログラムA，プログラムB実施（～2月）。  

5月・「平成10年度日本語教育学会春季大会」開催(東京学芸大学)。  

6月・国際教育振興会，国際交流基金等主催「第39回外国人による日本語弁論大会」

後援(岐阜)。  



・第1回研究集会(名古屋)，第2回研究集会(名古屋)，第3回研究集会(福岡)，

第4回研究集会(福岡)。  

・言語文化研究所附属日本語学校主催「開校50周年講演とシンポジウム」後援

(東京)。  

7月・「日本語教育科学セミナー」開催(昭和女子大学)。  

・文化庁主催「平成10年度文化庁日本語教育大会」協賛（東京)。  

・第5回研究集会(東京)。  

8月・第6回研究集会(東京)。  

・文化庁主催「平成10年度文化庁日本語教育大会」協賛(大阪)。  

9月・第7回研究集会(京都)。  

10月・「平成10年度日本語教育学会秋季大会」（北海道大学) 。  

11月・第8回研究集会(福井)。  

12月・第9回研究集会(広島)，第10回研究集会(仙台)。  

・日本語教育学会ロゴマーク制定。  

3月・第11回研究集会(札幌)，第12回研究集会(善通寺)，第13回研究集会(西宮)。  

・国際交流基金国際会議参加助成 北米日本語研究学会(ATJ)主催「第2回日本

語教育研究国際セミナー」水谷修会長講演米国ボストン市。  

・講演とシンポジウム「年少者に対する日本語教育を考える」（昭和女子大学)。  

・日本学術会議主催第6回アジア学術会議「人口と環境-持続的発展に不可欠な

アジアの役割」後援(東京)。  

・文化庁主催国際シンポジウム「国際化時代の日本語教育支援とネットワーク」

協力(国立オリンピック記念青少年総合センター)。  

○『日本語教育』第97～100号(文部省科研費補助，国際交流基金助成)  

○国際交流基金委託『平成9年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日

本語能力試験の概要1998年版(1997年度試験結果の分析)』作成。  

○国際交流基金委託「日本語教育の改善と推進の方策に関する調査研究」実施， 

『日本語教育の改善と推進の方策に関する調査研究(2)』作成。  

○戦前・戦中の日本語音声教育用レコード復刻版(MDディスク)作成。  

○文化庁委嘱『日本語教育における教授者の行動ネットワークに関する調査研究 

-事例研究-』作成。  

○文化庁委嘱『マルチメディア日本語教材に関する調査研究 -映像素材を利用し

た教材ソフト-』 (Disc・マニュアル)，『マルチメディア日本語教材に関する

調査研究-最終報告書-』 (Disc有)作成。  

○日本貿易振興会主催「第3回ジェトロビジネス日本語能力テスト」後援。  

平成11(1999)年度  

 

4月・国際交流基金助成「平成11年度日本語教育研究コース第1期」プログラムA講

義2(～7月)，プログラムB(～9月)，プログラムC(～9月)実施。  

5月・「平成11年度日本語教育学会春季大会」開催(麗澤大学)。  

・理事・監事改選。  



6月・会長に水谷修(再選)，副会長に西原鈴子，J.V.ネウストプニー就任。  

・第1回研究集会(日進)，第2回研究集会(北九州)，第3回研究集会(北九州)。  

・評議員改選。  

・国際教育振興会・国際交流基金・福岡県国際交流センター共催「第40回外国

人による日本語弁論大会」後援(福岡)。  

7月・第4回研究集会(東京)。  

8月・第5回研究集会(東京)。  

9月・「第4回ヨーロッパ日本語教育シンポジウム」後援，水谷修会長講演(独ケル

ン) 。  

・第6回研究集会(大阪)。  

10月・「平成11年度日本語教育学会秋季大会」開催(岡山大学)。  

・国際交流基金助成「平成11年度日本語教育研究コース第2期」プログラムA

講義1(～2月)，プログラムA講義2(～2月)，プログラムB(～3月)実施。  

11月・東京外国語大学独立100周年記念日本語教育公開講座「世界の中の日本語教

育」後援(東京)。  

・第7回研究集会(金沢)。  

・国際交流基金助成「平成11年度日本語教育研究コース第2期」プログラムC(～

3月)実施。  

12月・第8回研究集会(山口)，第9回研究集会(仙台)開催。  

・公開研究会「日本語教員養成における情報リテラシー教育の諸問題─韓国・

アメリカ・日本の場合─」開催(国立オリンピック記念青少年総合センター)。  

2月・NHK-CTI「日本語教師養成セミナー」開設10周年記念シンポジウム後援。  

3月・第10回研究集会(高松)，第11回研究集会(札幌)，第12回研究集会(京都)。  

・日本語教育学会フォーラム「日本語教育政策の新しい動き-日本語教員養成 

と留学生受入れ」開催(国立オリンピック記念青少年総合センター)。  

・国際交流基金助成『日本語教育関係者一覧2000』刊行。  

○『日本語教育』第101～104号(日本学術振興会科研費補助，国際交流基金助成) 。  

○国際交流基金委託『平成10年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日

本語能力試験の概要1999年版(1998年度試験結果の分析)』作成。  

○文化庁委嘱『日本語教育における教授者の行動ネットワークに関する調査研究 

-最終報告-』作成。  

○国際交流基金助成『平成11年度調査研究委員会報告書:日本語教育における情

報の共有と流通のために』作成。  

○文化庁委嘱『日本語教員養成と情報リテラシー教育-平成11年度調査研究報告

書』作成。  

○日本実行委員会主催「日越インタースピーチ・コンテスト」後援。  

○日本貿易振興会主催「第4回ジェトロビジネス日本語能力テスト」後援。  

平成12(2000)年度  4月・「平成12年度日本語教育研究コース第1期」研究論文コース，実践研究コー



 ス，テーマ別研究コース(各コース7日～7月28日)実施(国際交流基金助成)。  

5月・「2000年度日本語教育学会春季大会」開催(20～21日，東京・大東文化大学)。  

・『日本語教師のためのアクション・リサーチ』(日本語教育学会編・凡人社)

刊行。  

6月・第1回研究集会(3日，愛知)，第2回研究集会(24日，福岡)，第3回研究集会(25

日，福岡)。  

・国際教育振興会等主催「第41回外国人による日本語弁論大会」後援(10日，

長崎)。  

7月・ジャパン・リターン・プログラム「冒険と平和」日本語ジュニア・サミット

後援(10日～8月13日)。  

・「日本語教師のための情報リテラシー講座」(7月26日～8月4日，東京)実施(国

際交流基金助成)。  

・第4回研究集会(29日，東京)。  

8月・第5回研究集会(5～6日，東京)。  

・国際シンポジウム・デモンストレーション・ワークショップ「日本語教育に

おける教育資源の開発・流通・共有化─マルチメディア・インターネット・

通信衛星の利用をめぐって─」開催(8～10日，東京・国立オリンピック記念

青少年総合センター)。  

9月・第6回研究集会(30日，兵庫)。  

10月・「2000年度日本語教育学会秋季大会」開催(7～8日，愛知・名古屋外国語大

学)。  

・「平成12年度日本語教育研究コース第2期」研究論文コース，実践研究コー

ス，テーマ別研究コース(各コース13日～13年3月23日)実施(国際交流基金

助成)。  

11月・第7回研究集会(3日，富山)。  

・韓国日本学会(KAJA)，日本語教育学会共同主催，日本語教育国際シンポジ

ウム「21世紀型総合的日本語教育における語学・文学・文化及びメディア

のあり方」開催(25～26日，韓国ソウル)。  

12月・第8回研究集会(3日，広島)，第9回研究集会(16日，仙台)。  

3月・第10回研究集会(3日，松山)，第11回研究集会(3日，札幌)，第12回研究集会

(10日，大阪)。  

・日本語教育学会フォーラム「留学生受け入れと大学における日本語教育を考

える」開催(24日，東京・昭和女子大学)。  

・日本語教育科学セミナー「日本語教育研究におけるデータ分析法」開催(31

日，国際交流基金日本語国際センター)。  

○『日本語教育』第105～108号(日本学術振興会科研費補助，国際交流基金助成)  

○『平成11年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日本語能力試験

の概要2000年版(1999年度試験結果の分析)』作成(国際交流基金委託)。  



○平成12年度日本語教育学会調査研究委員会報告『海外の日本語教育とコンピ

ュータ─コンピュータ利用教育の課題を探る─』，『日本語教育におけるコ

ンピュータ利用に関する調査報告─主要国における概況─』作成(国際交流基

金助成)。  

○「日本語教育連携方策に関する調査研究」実施(文化庁委嘱)。  

○日本貿易振興会主催「第5回ジェトロビジネス日本語能力テスト」(6月～9月)

後援。  

平成13(2001)年度  

 

4月・「平成13年度日本語教育研究コース第1期」研究論文コース，実践研究コー

ス，テーマ別研究コース(各コース6日～7月27日)実施(国際交流基金助成)。  

5月・「2001年度日本語教育学会春季大会」開催(26～27日，東京・東京女子大学)。  

・理事・監事改選 。  

6月・会長に西原鈴子，副会長に尾崎明人，J.V.ネウストプニー(再任)就任。  

・第1回研究集会(2日，名古屋)，第2回研究集会(9日，熊本)，第3回研究集会

(10日，熊本)。  

・評議員改選。  

・国際教育振興会等主催「第42回外国人による日本語弁論大会」後援(9日，上

越)。  

・豪州日本研究学会2001年大会(JSAA2001)後援(27～31日，豪シドニー)。  

7月・ジャパン・リターン・プログラム「いのちと平和」日本語ジュニア・サミッ

ト後援(5日～8月5日)。  

・第4回研究集会(28日，東京)，第5回研究集会(30～31日，東京)。  

・「日本語教師のためのITリテラシー講座」(7月23日～8月3日，千葉)実施(国

際交流基金助成)。  

9月・第6回研究集会(8日，大阪)。  

10月・「2001年度日本語教育学会秋季大会」開催(6～7日，大分・立命館アジア太

平洋大学)。  

・「平成13年度日本語教育研究コース第2期」研究論文コース，実践研究コー

ス，テーマ別研究コース，海外アドバイザー活動研究コース(各コース12日

～14年3月22日)実施(国際交流基金助成)。  

・国際交流基金関西国際センター主催海外日本語教師会・関西セミナー「世界

の日本語教育─ひろがる各国日本語教師の活動と連携─」協力(30日，大阪)。  

11月・第7回研究集会(3日，金沢)，第8回研究集会(10日，北海道恵庭市)，第9回

研究集会(18日，岡山)。  

12月・第10回研究集会(1日，鳴門)，第11回研究集会(22日，仙台)。  

○『日本語教育』第105～108号(日本学術振興会科研費補助，国際交流基金助成)  

○『平成11年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』，『日本語能力試験

の概要2000年版(1999年度試験結果の分析)』作成(国際交流基金委託)。  

○平成12年度日本語教育学会調査研究委員会報告『海外の日本語教育とコンピ



ュータ─コンピュータ利用教育の課題を探る─』，『日本語教育におけるコ

ンピュータ利用に関する調査報告─主要国における概況─』作成(国際交流基

金助成)。  

○「日本語教育連携方策に関する調査研究」実施(文化庁委嘱)。  

○日本貿易振興会主催「第5回ジェトロビジネス日本語能力テスト」(6月～9月)

後援。  

平成14(2002)年度  

 

4月・研究論文コース論文基礎，テーマ別研究コース，海外アドバイザー活動研究

コース(各 5日～7月31日) (国際交流基金助成) 。  

5月・「2002年度日本語教育学会春季大会」開催(25～26日，東京・お茶の水女子

大学。  

6月・第1回九州地区研究集会(8日，福岡) 。  

・第2回九州地区会員研修会(9日，福岡) 。  

7月・第6回研究集会(31日，香川) 。  

・(財)国際教育振興会等主催「第43回外国人による日本語弁論大会」後援  

・2002年度ジャパン・リターンプログラム後援。  

8月・第4回研究集会(3日，東京) 。  

9月・第7回研究集会(21日，兵庫) 。  

・第7回ジェトロビジネス日本語能力テスト後援。  

10月・「2002年度日本語教育学会秋季大会」開催(12～13日，高知・高知県立県民

文化ホールおよび高知大学。  

・研究論文コース，テーマ別研究コース，海外アドバイザー活動研究コース，

オンライン実践研究コース(各7日～2003年3月7日) (国際交流基金助成) 。  

11月・第9回研究集会(2日，北海道) 。  

・中国日本語教学研究会主催「東アジア日本語教育シンポジウム」協賛（2～

4日，中国・天津外国語大学他）。  

・第8回研究集会(9日，福井) 。  

12月・第10回研究集会(会員研修として7日，広島) 。  

・第11回研究集会(8日，広島) 。  

・第12回研究集会(21日，仙台) 。  

1月・日本語教育能力検定試験(26日) 。  

3月・第13回研究集会(8日，国際交流基金関西国際センター) 。  

・「日本語教師のためのオンラインIT講座」開催(2月3日～3月28日) 。  

・第1回日本語教育学会賞・奨励賞受賞者決定(24日) 。  

・言語学者レベッカ・L.オクスフォード教授(米メリーランド大学)講演会(19，

20日) 。  

○『日本語教育』第113～116号(日本学術振興会科研費補助，国際交流基金助成)  

○日本語教育新事典の出版企画  

○『平成13年度日本語能力試験分析評価に関する報告書』発行  



○『日本語能力試験の概要 2002年版』発行  

○『海外における日本語教育活動の概況-現職者研修活動および学校外教育活動

を中心にして-』刊行  

○戦前戦中の日本語教育教材レコード復刻版  

○全米日本語教育学会(ATJ)Occasional Papers 2001年春刊行第4号の邦訳版作

成  

○2001年(平成13年)度日本語能力試験結果の分析評価に関する調査研究  

○海外主要国における日本語教育活動調査  

○2002年度ジャパン・リターンプログラム後援  

平成15(2003)年度  

 

4月・研究論文コース，テーマ別研究コース，海外アドバイザー活動研究コース，

オンライン実践研究コース(各7日～7月28日) (国際交流基金助成) 。  

5月・「2003年度日本語教育学会春季大会」開催(23，24日，東京・一橋大学) 。  

・第1回日本語教育学会賞・奨励賞の授与(24日) 。  

・(財)国際教育振興会等主催「第44回外国人による日本語弁論大会」後援(31

日) 。  

・理事・監事改選。  

6月・会長に西原鈴子（再任），副会長に杉戸清樹，坂本正就任。  

・第1回研究集会(14日名古屋) 。  

・第2回研究集会(28日福岡) 。  

7月・第6回研究集会(27日，香川) 。  

8月・第4回研究集会(2日，東京) 。  

・(株)スリーエーネットワーク開催創立30周年記念行事「ことばと学び-昨日，

今，明日-」後援。により(22日) 。  

10月・「2003年度日本語教育学会秋季大会」開催(11，12日，大阪・大阪大学)  

研究論文コース，テーマ別研究コース，海外アドバイザー活動研究コース，

オンライン実践研究コース (各17日～3月5日)(国際交流基金助成) 。  

・日本貿易振興会主催「第8回ジェトロビジネス日本語能力テスト」後援。  

11月・第8回研究集会(1日，北海道) 。  

・明海大学・朝日大学共催「日本語教育国際フォーラム2003」後援(23日) 。  

・(財)名古屋YWCA主催日本語教育セミナー「日本語教育と文法研究」後援(23

日) 。  

12月・第10回研究集会(6，7日，山口) 。  

・第11回研究集会(20日，宮城) 。  

・国立国語研究所主催IT活用日本語教育基礎研修「コンピュータと新日本語

教育2003」後援(21～23日) 。  

1月・「アカデミック・ジャパニーズ・グループ」を最初のテーマ研究会として認

可・登録(9日) 。  

3月・第12回研究集会(6日，京都) 。  



・日本語教育学会フォーラム「外来語を考える」の開催(27日) 。  

・国立国語研究所第11回国際シンポジウム「世界の〈外来語〉の諸相:標準化・

活性化を目指す言語政策の多様性」後援(21，23，24日) 。  

○『日本語教育』第117～120号(日本学術振興会科研費補助)  

○日本語教育新事典の出版企画  

○2002年日本語能力試験結果の分析評価に関する調査研究  

○日本語教育関係者の教育・研究業績調査  

○日本語教師の実践能力を高める研修等方策の研究  

○日本語教育能力検定試験の認定  

○第2回学会賞・奨励賞授賞候補者の推薦  

○財政改善方策の検討  

平成16(2004)年度  

 

4月・研究論文コース，テーマ別研究コース，海外アドバイザー活動研究コース，

オンライン研究コース，オンライン研究コース 「教材作成実践プログラム」

(各9日～7月30日) 。  

5月・「2004年度日本語教育学会春季大会」開催(22，23日，神奈川・東海大学)  

・第2回日本語教育学会賞・奨励賞授与 。  

6月・第1回研究集会(5日，三重) 。  

・第2回研究集会(5日，長崎) 。  

・第3回研究集会(6日，長崎) 。  

7月・第5回研究集会(31，8月1日，東京) 。  

8月・(独)国際交流基金および(独)国立国語研究所との共催「2004年日本語教育国

際研究大会」を開催(6，7日) 。  

9月・第6回研究集会(18日，大阪) 。  

10月・「2004年度日本語教育学会秋季大会」開催(9，10日，新潟・新潟大学)  

・研究論文コース，テーマ別研究コース，海外日本語教育研究コース，オン

ライン研究コース(各15日～2月17日) 。  

11月・第7回研究集会(6日，北海道) 。  

・明海大学主催「日本語教育国際フォーラム2004」後援(20日) 。  

12月・第9回研究集会(4日，広島) 。  

・第10回研究集会(18日，宮城) 。  

1月・全国日本語教師養成講座連絡協議会主催「第3回全養協フォーラム」後援(8

日) 。  

3月・第11回研究集会(5日，神戸) 。  

○『日本語教育』第121～124号(日本学術振興会科研費補助)  

○『新版日本語教育事典』の編集作業  

○『日本語教育関係者一覧 2005年度版』の刊行  

○『平成15年度日本語能力試験分析報告書』作成  

○日本語教育能力検定試験に協力  



平成17(2005)年度  

 

4月・オンライン研究コース(8日～7月15日) 。  

5月・「2005年度日本語教育学会春季大会」開催(21，22日，神奈・横浜国立大学) 。  

・第3回日本語教育学会賞・奨励賞の授与(21日) 。  

・理事・監事改選。  

6月・会長に杉戸清樹，副会長に坂本正（再任），伊東祐郎，迫田久美子就任。  

・第1回研究集会(4日，福岡) 。  

・第2回研究集会(5日，福岡) 。  

・第3回研究集会(18日金城学院大学) 。  

・第4回研究集会(25日愛媛大学) 。  

7月・ 短期集中合宿研修(30，31日) 。  

8月・第5回研究集会(2日，福井大学) 。  

・第6回研究集会(6日，早稲田大学) 。  

・日本語OPI研究会主催「(財)北海道国際交流センター(日本語・日本文化講座

夏期セミナー)20周年シンポジウム＆第4回OPI国際シンポジウム」後援(29，

30日) 。  

9月・第7回研究集会(24日，立命館大学) 。  

10月・「2005年度日本語教育学会秋季大会」開催(8，9日，石川・金沢大学) 。  

・海外日本語教育研究コース(14日～2006年2月17日，大学セミナーハウス)  

・短期集中研修(29，30日，東京) 。  

11月・第8回研究集会(5日，北海道大学) 。  

・第9回研究集会(12日，岩手大学) 。  

・明海大学主催「日本語教育国際フォーラム」の後援 。  

12月・第10回研究集会(3日，岡山大学) 。  

・オムニバス形式研修「越境する日本語教師-グローバル化時代に求められる

日本語教育力とは-」(3，17日) 。  

1月・日本語教師のためのOn-Line IT講座(16日～3月24日) 。  

・オムニバス形式研修「越境する日本語教師-グローバル化時代に求められる

日本語教育力とは-」(14，28日) 。  

2月・短期集中研修(11，12日) 。  

・オムニバス形式研修「越境する日本語教師-グローバル化時代に求められる

日本語教育力とは-」(4，18日) 。  

3月・第11回研究集会(4日，大阪) 。  

・オムニバス形式研修「越境する日本語教師-グローバル化時代に求められる

日本語教育力とは-」(4，18日) 。  

○『日本語教育』第125～128号(日本学術振興会科研費補助)  

○『新版日本語教育事典』の出版  

○『新版日本語教育事典』英訳事業  

○日本語教育教材データベース作成  



○『平成16年度日本語能力試験分析報告書』  

○第12回ジェトロビジネス日本語能力テスト(JLRT)採点・分析および同実施報

告書，同フィードバックレポート。  

○日本貿易振興機構(JETRO)主催「平成17年度(第11回，第12回)ジェトロ・ビジ

ネス日本語能力テスト」後援  

○日本語教育能力検定試験  

○第4回日本語教育学会賞・奨励賞の授賞候補者の推薦，および授賞者の選考・

決定  

○日本語教育学会林大記念論文賞の選考  

○学会誌『日本語教育』掲載論文の開示  

平成18(2006)年度  

 

4月・教師研修:東京日本語学校教室型 「海外の社会・文化・教育を見る視点」(21

日～6月16日) 。  

5月・「2006年度日本語教育学会春季大会」開催(20，21日，東京・東京外国語大

学) 。  

・第4回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(20日) 。  

・第1回林大記念論文賞の授与（20日） 。  

・「第48回外国人による日本語弁論大会」〔(財)国際教育振興会主催〕(26日) 。  

6月・第1回研究集会(10日，鹿児島大学) 。  

・第2回研究集会(11日，鹿児島大学) 。  

・第3回研究集会(17日，名古屋大学) 。  

・第4回研究集会(24日，徳島大学) 。  

・第5回研究集会(25日，富山) 。  

7月・第6回研究集会(8日，北海道大学) 。  

・第7回研究集会(29日，東京) 。  

8月・「2006年日本語教育国際研究大会」に対する協力(5，6日) 。  

・「第6回OPI国際シンポジウム」(関西OPI研究会主催)後援(18，19日) 。  

9月・教師研修:OVTA教室型(合宿) 「日本語教師に何ができるか」(16，17日) 。  

10月・「2006年度日本語教育学会秋季大会」開催(7，8日，熊本・熊本県立大学) 。  

・教師研修:オンラインコース(15日～1月31日) 。  

11月・第8回研究集会(18日，山形大学) 。  

・第9回研究集会(25日，松江) 。  

・東京日本語学校教室型 「協働による学びの場をつくる」(4，18日) 。  

・「日本語教育国際フォーラム2006」(明海大学主催)後援(25日) 。  

12月・東京日本語学校教室型 「協働による学びの場をつくる」(16日) 。  

・功労者表彰，名誉会員資格授与，感謝状贈呈(17日) 。  

・「第17回第二言語習得研究会全国大会」(第二言語習得研究会主催)(9，10

日)後援 。  

1月・教師研修:オンラインコース(15日～3月23日) 。  



・「全養協第5回フォーラム」(有限責任中間法人全国日本語教師養成協議会主

催)後援(31日) 。  

3月・第10回研究集会(3日，関西学院大学) 。  

○『日本語教育』第129～132号(日本学術振興会科研費補助)  

○『新版日本語教育事典』英訳事業  

○日本語教育教材データベース作成  

○平成19年度日本語教育能力検定試験認定  

○『平成17年度日本語能力試験分析報告書』作成  

○BJTビジネス日本語能力テスト(JLRT)採点・分析，同実施報告書，同フィード

バックレポート  

○テーマ領域別研究会((1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ(2)多文化共

生社会における日本語教育研究会，につき登録承認)  

○第5回日本語教育学会賞・奨励賞の授賞候補者の推薦および選考  

○日本語教育学会林大記念論文賞選考  

○学会誌『日本語教育』掲載論文の開示  

○第13回・第14回BJTビジネス日本語能力テスト後援  

○「『移動する子どもたち』の言語教育に関する国際会議―ESLとJSLの教育実

践からー」(「年少者言語教育・国際研究集会実行委員会」主催)後援  

○(財)国際研修協力機構「外国人研修生日本語教育評価検討委員会」への協力  

○(財)海外技術者研修協会「日本企業における外国人留学生の就業促進に関す

る調査研究検討委員会」への協力  

平成19(2007)年度  

 

4月・教師研修:東京日本語学校教室型 「海外日本語教育研究コース 日本語教師

も考えたい世界と日本のこと」(21日～6月16日) 。  

5月・「2007年度日本語教育学会春季大会」開催(26，27日，東京・桜美林大学) 。  

・第5回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(26日) 。  

・第2回林大記念論文賞の授与（26日） 。  

・理事・監事改選。  

6月・会長に尾﨑明人，副会長に伊東祐郎（再任），迫田久美子（再任），広瀬正

宜就任。  

・第1回研究集会(2日，久留米大学) 。  

・第2回研究集会(3日，久留米大学) 。  

・第3回研究集会(16日，岐阜大学) 。  

・第4回研究集会(24日，金沢大学) 。  

7月・第5回研究集会(28日，はこだて未来大学) 。  

・「第2回 全中国選抜 中国日本語スピーチコンテスト」 (日本経済新聞社・

中国教育国際交流協会・日本華人教授会議主催)後援(30日) 。  

8月・第6回研究集会(4，5日，早稲田大学) 。  

・教師研修:OVTA教室型(合宿) 「作る，わかる，考えるーより良い授業のため



の3つの手法」(11，12日) 。  

・「第6回OPI国際シンポジウム」(関西OPI研究会主催)後援(18，19日) 。  

9月・第7回研究集会(29日，四国学院大学) 。  

・第8回研究集会(29日，大阪) 。  

10月・「2007年度日本語教育学会秋季大会」開催(6，7日，京都龍谷大学) 。  

・東京日本語学校教室型 「教材作成と評価」(20日) 。  

11月・第9回研究集会(10日，宮城教育大学) 。  

・東京日本語学校教室型 「教材作成と評価」(10日) 。  

・「多文化協働実践研究・全国フォーラム(第1回)協働実践・プレフォーラム」

(東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター)後援(17日) 。  

12月・第10回研究集会(1日，広島大学) 。  

・神戸大学教室型「コンピュータを使った日本語教育」(8，15日) 。  

・国際交流基金招聘在外邦人研修生との情報交流(8日) 。  

・「第18回第二言語習得研究会全国大会」(第二言語習得研究会主催)後援(15，

16日) 。  

・「多文化協働実践研究・全国フォーラム(第1回)協働実践・プレフォーラム」

(東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター)後援(1，2日) 。  

1月・東京日本語学校教室型 試験を見る目，作る力，現場に活かす力を養う―「大

規模試験」から「毎日のクイズ」まで(19，20日) 。  

・日本語教師のためのOn-Line IT講座 基礎編(21日～3月28日) 。  

2月・東京日本語学校教室型「地域で学ぶ，地域で教える―多様な背景とニーズを

もつ子どもたちに対する日本語教育-」(9，16日) 。  

・東京日本語学校教室型 《教室活動のデザイン》読解・音声・会話-学習者の

自律的な学習を促す教室活動-(23日) 。  

・日本語教育学会永年勤務者表彰(2日) 。  

3月・第11回研究集会(1日，立命館大学) 。  

・東京日本語学校教室型「地域で学ぶ，地域で教える―多様な背景とニーズを

もつ子どもたちに対する日本語教育-」(1日) 。  

・「全養協第6回フォーラム」(全国日本語教師養成協議会)後援(29日) 。  

○『日本語教育』第133～136号(日本学術振興会科研費補助)  

○『新版日本語教育事典』英訳事業  

○日本語教育教材データベース作成  

○平成20年度日本語教育能力検定試験認定  

○『平成18年度日本語能力試験分析報告書』作成  

○平成19年度文化庁研究委嘱「生活者としての外国人に対する日本語教育事業」  

○テーマ領域別研究会承認((1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ(2)多文

化共生社会における日本語教育研究会(3)日本語音声コミュニケーション教

育研究会)  



○日本語教育学会林大記念論文賞  

○「日本語教育学世界大会2008」に対する協力  

○「第48回外国人による日本語弁論大会」〔(財)国際教育振興会主催〕後援  

○「日本語サロン研修会 日本語教師の成長を目指して:4人の教師教育者の挑

戦」((株)凡人社)後援  

○「2007年度BJTビジネス日本語能力テスト」〔(独)日本貿易振興機構(ジェト

ロ)〕後援  

平成20(2008)年度  

 

4月・教師研修「効果的な形成的評価とは」(26日，東京日本語学校) 。  

5月・「2008年度日本語教育学会春季大会」開催（24，25日 東京・首都大学東京）。  

・第6回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(24日) 。  

・第3回林大記念論文賞の授与(24日) 。  

6月・教師研修「能動的学習を促すデジタル教材作成」(7日，神戸大学）。  

・第1回研究集会(7日，南山大学) 。  

・第2回研究集会(21日，沖縄国際大学) 。  

・第3回研究集会(22日，沖縄国際大学) 。  

・教師研修「日本語教育というキャリア」(21日，東京日本語学校 。  

・（財）国際教育振興会等主催「第49回外国人による日本語弁論大会」後援(14

日) 。  

・日本語＠キャリア実行委員会主催日本語教育セミナー「日本語を教えること

で学ぶこと」後援(14日) 。  

7月・第4回研究集会(5日，福井大学) 。  

・韓国日本学連合会・(社)日本語教育学会他主催「日本語教育学世界大会

2008(第7回日本語教育国際研究大会)」（11，12，13日，韓国・釜山外国語

大学校 。  

・第5回研究集会(26，27日，藤女子大学) 。  

・日本経済新聞社等主催「第4回全中国選抜中国日本語スピーチコンテスト」

後援(13日) 。  

8月・第6回研究集会(2日，3日，早稲田大学東伏見キャンパス) 。  

・教師研修:集中合宿研修「“考える・伝える・学びあう”」(11，12日，OVTA) 。  

9月・第7回研究集会(20日，甲南大学) 。  

10月・「2008年度日本語教育学会秋季大会」開催(11，12日，山形・山形市中央公

民館および山形大学) 。  

・教師研修「教材開発とその評価」（18日，東京日本語学校）。  

11月・教師研修「JSLの子どもとともに学ぶ」（1，15日，東京日本語学校) 。  

・第8回研究集会(15日，高知大学) 。  

・第9回研究集会(15日，岩手大学) 。  

12月・教師研修「教室活動のデザインⅡ」（6日，東京日本語学校) 。  

・第10回研究集会(20日，山口大学) 。  



・第二言語習得研究会主催「第19回第二言語習得研究会全国大会」後援(13，

14日) 。  

1月・教師研修「対話のための道具としてのCan-Do」(10日，東京日本語学校) 。  

・教師研修「日本語教師のためのOn-Line IT講座・基礎編」(19日～3月27日) 。  

2月・教師研修「未来の日本語学習環境を考える」(21日，東京大学福武ホール) 。  

・教師研修「日本語教師のためのOn-Line IT講座・活用編」(2日～3月27日) 。  

3月・第11回研究集会(7日，同志社女子大学) 。  

・教師研修「日本語アトリエNKG「もっと知りたいCan-Do」」(13日，学会事務

局) 。  

・全国日本語教師養成協議会主催「全養協第7回フォーラム」後援(28日) 。  

○『日本語教育』第137～140号(日本学術振興会科研費補助)  

○『新版日本語教育事典』英訳事業  

○日本語教育教材データベース作成  

○平成21年度日本語教育能力検定試験認定  

○『平成19年度日本語能力試験分析報告書』作成  

○平成20年度文化庁研究委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事

業－外国人に対する実践的な日本語教育の研究開発」  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化

共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教育

研究会 (4)（新規承認）JSL漢字学習研究会  

○(独)日本貿易振興機構(JETRO)主催「2008年度BJTビジネス日本語能力テスト」

後援  

○日本語教育学会は首都大学東京中国留学生学友会と共催し，春季大会会場に

おいて四川大地震義捐金を募り，集まった義捐金140,869円を6月13日に在日

中国大使館へ届けた。  

平成21(2009)年度  

 

4月・教師研修「日本語教師のための統計学入門（前半）」(19日，東京海洋大学)。  

5月・教師研修「「Digital Storytelling」手法を利用した日本語学習環境」(16

日，神戸大学）。  

・「2009年度日本語教育学会春季大会」開催（23，24日 千葉・明海大学）。  

・第7回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(23日) 。  

・第4回林大記念論文賞の授与(23日) 。  

・（財）国際教育振興会等主催「第50回外国人による日本語弁論大会」後援(30

日) 。  

・第1回研究集会(30日，宮崎大学) 。  

・第2回研究集会(31日，宮崎大学) 。  

・理事・監事改選。  

6月・会長に尾﨑明人（再任），副会長に迫田久美子（再任），門倉正美，柳澤好

昭就任。  



・第3回研究集会(13日，愛知学院大学) 。  

・第4回研究集会(20日，富山駅前CICビル) 。  

・教師研修「日本語アトリエNKG「統計研修（4月19日）の復習と疑問」」(26

日，学会事務局）。  

7月・豪州日本研究学会主催「日本語教育国際研究大会2009」に協力（13～16日，

オーストラリア・ニューサウスウェールズ大学他）。  

・日本経済新聞社等主催「第3回全中国選抜中国日本語スピーチコンテスト」

後援(14日) 。  

・第5回研究集会(25，26日，北海道教育大学札幌校) 。  

8月・第6回研究集会(1日，2日，早稲田大学東伏見キャンパス) 。  

・教師研修:集中合宿研修「“考える・伝える・学びあうⅡ”」(8，9日，OVTA)。  

・韓国日本語ＯＰＩ研究会主催「第7回OPI国際シンポジウム・ソウル大会」 

後援(19，20日) 。  

9月・教師研修「日本語アトリエNKG「海外の日本語教育について話そう―キャリ

アの視点から―」」(18日，学会事務局)。  

・第7回研究集会(26日，日本学生支援機構大阪日本語教育センター) 。  

10月・「2009年度日本語教育学会秋季大会」開催(10，11日，福岡・九州大学) 。  

・教師研修「大規模試験を見る目・現場に活かす力を養う」（24日，東京国

際大学早稲田サテライト）。  

11月・名古屋外国語大学他主催「平成21年度東京国際交流館国際シンポジウム」

後援(7日) 。  

・第8回研究集会(14日，山形大学)。  

・全国日本語教師養成協議会主催「全養協第8回フォーラム」後援(14日)  

・第9回研究集会(28日，愛媛大学) 。  

12月・東京外国語大学多言語・文化教育研究センター主催「多文化協働実践研究

全国フォーラム（第2回）」後援(4～6日) 。  

・日本語フォーラム全国ネット主催「日本語フォーラム2009 in 東京―「東

京宣言」のフォローアップと新たな指針作成に向けたプレフォーラム」後

援(5日) 。  

・教師研修「日本語アトリエNKG「Moodleで始める簡単・楽々eラーニング」」

（11日，学会事務局) 。  

・第二言語習得研究会主催「第20回第二言語習得研究会全国大会」後援(12，

13日) 。  

・(財)浜松国際交流協会主催「浜松日本語ボランティア・セミナー」後援(12，

13日) 。  

・教師研修「日本語教師のための統計学入門（後半）」（13日，東京海洋大学) 。  

・第10回研究集会(19日，鳥取大学) 。  

1月・教師研修「ケース(事例)で学ぶビジネス日本語教育」(9日，政策研究大学院



大学) 。  

・教師研修「日本語教師のためのOn-Line IT講座・基礎編」(18日～3月26日) 。  

2月・教師研修「日本語教師のためのOn-Line IT講座・活用編」(1日～3月26日) 。  

・教師研修「教室活動のデザインⅢ」(13日，桜美林大学四谷キャンパス) 。  

・(財)海外技術者研修協会主催「AOTS創立50周年記念日本語教育センター・シ

ンポジウム」後援(20日) 。  

・非営利特定活動法人国際日本語コミュニケーション研究所主催「第1回外国

人の子どもたちの学習支援を考える市民フォーラム」後援(27日) 。  

3月・第11回研究集会(13日，甲南大学) 。  

・教師研修「日本語アトリエNKG「形成的フィードバック―「話す」授業での

実践の共有―」」(26日，東方学会会議室) 。  

○『日本語教育』第141～144号(日本学術振興会科研費補助)  

○特定課題事業：看護と介護の日本語教育ワーキンググループ  

○特定課題事業：日本語教育振興法法制化ワーキンググループ  

○日本語教育教材データベース作成  

○平成22年度日本語教育能力検定試験認定  

○『平成20年度日本語能力試験分析報告書』作成  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化

共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教育

研究会 (4)JSL漢字学習研究会  

○言語系学会連合の設立に関して，幹事学会の一つとして設立準備に参画した。  

平成22(2010)年度  

 

5月・教師研修「日本語教師が知っておきたい「介護の話」」(15日，東京国際大

学早稲田サテライト) 。  

・「2010年度日本語教育学会春季大会」開催（22,23日 東京・早稲田大学）。  

・第8回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(22日) 。  

・第5回林大記念論文賞の授与(22日) 。  

6月・第1回研究集会(5日，愛知淑徳大学) 。  

・第2回研究集会(5日，佐賀大学) 。  

・第3回研究集会(6日，佐賀大学）。  

・第4回研究集会(19日，金沢大学) 。  

7月・第5回研究集会(3日，藤女子大学大学) 。  

・教師研修「日本語教師のための統計学入門」(4日，東京海洋大学）。  

・日本語プロフィシェンシー研究会主催「（財）北海道国際センター 日本語

日本文化講座夏期セミナー25 周年記念 日本語プロフィシェンシー研究会

国際シンポジウム」後援（17，18日）  

・第6回研究集会(24，25日，桜美林大学) 。  

・台湾日語教育学会主催「2010年世界日本語教育大会」に協力（31日，8月1日，

台湾・政治大学），「日本語教育グローバルネットワーク各国代表シンポジ



ウム」「日本語教育グローバル・アーティキュレーション・プロジェクト企

画国際会議」開催。  

8月・教師研修「夏季集中研修」（7，8日，財団法人海外技術者研修協会）。  

9月・第7回研究集会(11日，京都外国語大学）。  

・教師研修「日本語教師が知っておきたい「日本在住外国人の社会的状況と法

制度」」（11日，東京海洋大学）。  

10月・「2010年度日本語教育学会秋季大会」開催(9，10日，兵庫・神戸大学)  

・「看護と介護の日本語教育ワーキンググループ」「日本語教育振興法法制

化ワーキンググループ」による特別企画パネルセッション開催（9日）。  

・全国日本語教師養成協議会主催「全養協第9 回フォーラム」後援（30日）  

11月・第8回研究集会(6日，鳴門教育大学) 。  

・第9回研究集会(13日，宮城教育大学) 。  

・教師研修「専門日本語教育ワークショップ「介護」」（13日，財団法人海

外技術者研修協会）。  

・東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター主催「多文化社会研究・

全国フォーラム（第4 回）」後援（27，28日）。  

・日本言語政策学会主催「日本言語政策学会2010 年度関東地区特別大会」後

援（27日）。  

12月・第10回研究集会（11日，岡山大学）。  

・第二言語習得研究会主催「第21 回第二言語習得研究会全国大会」後援（18，

19日）。  

1月・教師研修「授業実践から日本語のコースを見直す」（15日，桜美林大学）。  

2月・教師研修「教室活動のデザインⅣ」(12日，桜美林大学) 。  

・大阪大学世界言語研究センター主催「ユネスコ国際母語デー記念 学術講演

会」後援（19日）  

3月・第11回研究集会（12日，日本学生支援機構大阪日本語教育センター）。  

・教師研修「専門日本語教育ワークショップ「ビジネス」」（5日，政策研究

大学院大学）。  

○『日本語教育』第145～147号(日本学術振興会科研費補助)  

○新公益法人化タスクフォースの設置  

○調査研究推進委員会の設置  

○2012年日本語教育国際研究大会の準備開始（実行委員会発足）  

○特定課題事業：看護と介護の日本語教育ワーキンググループ  

○特定課題事業：日本語教育振興法法制化ワーキンググループ  

○平成23年度日本語教育能力検定試験認定  

○『平成21 年度日本語能力試験分析報告書』作成  

○日本語教育アーティキュレーション・プロジェクト（J-GAP）  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化



共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教育

研究会 (4)JSL漢字学習研究会（5）ビジネス日本語研究会(6）中国語話者の

ための日本語教育研究会  

○言語系学会連合活動協力  

平成23(2011)年度  

 

4月・日本経済新聞社主催「第6 回中国日本語スピーチコンテスト」後援（1日～7

月25日）。  

5月・「2011年度日本語教育学会春季大会」開催（21，22日 埼玉・東京国際大学）。  

・第9回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(21日) 。  

・第6回林大記念論文賞の授与(21日)。  

・日本言語政策学会主催「緊急研究報告会：災害・震災時，情報弱者のための

言語政策について考える」後援（29日）。  

・理事監事改選。  

6月・会長に尾﨑明人(再任)，副会長に門倉正美（再任），柳澤好昭（再任），嶋

田和子就任。  

・「平成23年度看護・介護分野における海外派遣日本語教師候補者のための短

期集中研修講座」開催（東京6月3日～7月22日，関西6月17日～8月6日）（国

際交流基金助成）。  

・第1回研究集会(4日，立命館アジア太平洋大学) 。  

・第2回研究集会(5日，立命館アジア太平洋大学) 。  

・第3回研究集会(11日，愛知教育大学大学）  

・(財)国際教育振興会，国際交流基金，主催つくば市「第５２回外国人による

日本語弁論大会」後援（11日）。  

・第4回研究集会(18日，福井大学) 。  

7月・第5回研究集会(3日，藤女子大学大学) 。  

・教師研修「日本語教師のための統計学入門」(4日，東京海洋大学）。  

・JIPセミナー「地域日本語教育のこれから」（11日，国立オリンピック記念

青少年総合センター）。  

・第6回研究集会(30，31日，横浜国立大学) 。  

8月・教師研修「夏季集中研修」（6，7日，財団法人海外技術者研修協会）。  

・中国日語教育研究会主催「2011年世界日本語教育研究大会」に協力（19～21

日，中国・天津外国語大学），「日本語教育グローバルネットワーク代表者

シンポジウム」発表，「日本語教育グローバルネットワーク各国代表者会議」

において「3.11東日本語大震災に関する日本語教育グローバルネットワーク

（GN）共同声明」。  

9月・第7回研究集会(17日，甲南大学）。  

10月・「2011年度日本語教育学会秋季大会」開催(8，9日，鳥取・米子コンベンシ

ョンセンター) 。  

・秋季大会ワークショップ「研究するために考えよう」（7，8日） 。  



・日本語教育研究推進セミナー（9日）。  

11月・教師研修「日本語教師が知っておきたい「在住外国人の社会参加とことば」

（12日，桜美林大学）。  

・第8回研究集会(19日，香川大学) 。  

・第9回研究集会(19日，秋田大学) 。  

・全国日本語教師養成協議会主催「全養協フォーラム 第10 回「日本語教師

の実践力～現状を打破するスキルアップのために！～」後援（20日）。  

・多文化関連4 学会連携シンポジウム開催（23 日，明治大学）。  

・東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター主催「多文化社会実践研 

究・全国フォーラム（第5 回）」後援（26, 27日）。  

・日本語フォーラム全国ネット主催「日本語フォーラム2011 in 兵庫」後援

（27日）。  

12月・2012年日本語教育国際研究大会（名古屋大会）発表応募開始（～2月）。  

・政策研究大学院大学主催「日本語教育指導者養成プログラム10 周年記念シ

ンポジウム 世界をつなぐ日本語－海外の日本語教育を支える外国人教師

たち－」後援（3日）。  

・第二言語習得研究会主催「第22 回第二言語習得研究会全国大会」後援（10,  

11日）。  

・第10回研究集会（17日，広島YMCA大学）。  

1月 ・教師研修「日本語教師のためのオンラインIT講座」（30日～3月23日）。  

・教師研修「カリキュラム評価を活かした教育実践」（28日，政策研究大学

院大学）。  

2月・教師研修「教室活動のデザインⅣ」(12日，桜美林大学) 。  

3月・教師研修「専門日本語教育ワークショップ 仕事の日本語」（3日，政策研究

大学院大学）。  

・(公財)国際文化フォーラム主催「シンポジウム「未来（あす）を生き抜くた

めの外国語教育に挑む」」後援（3日）。  

・第11回研究集会（10日，京都外国語大学）。  

・（財）海外技術者研修協会主催「看護・介護にかかわる外国人のための日本

語スピーチコンテスト」後援（10日）。  

・豊田市主催「とよた日本語学習支援システム構築記念シンポジウム「多文化

共生社会をめざして－日本語学習支援が創る地域社会」」後援（28日）。  

・2012年日本語教育国際研究大会（名古屋大会）発表応募審査。  

○『日本語教育』第148～150号(日本学術振興会科研費補助)  

○日本語教育学会の調査研究体制の整理  

○日本語教育学会緊急調査研究実施要綱の設定  

○特定課題事業：看護と介護の日本語教育ワーキンググループ  

○特定課題事業：日本語教育振興法法制化ワーキンググループ  



○平成24年度日本語教育能力検定試験認定  

○BJTビジネス日本語能力テストテストモニター（第23回・第24回），妥当分析・

検証業務（第23回）  

○日本語教育アーティキュレーション・プロジェクト（J-GAP）  

○東日本大震災募金活動  

○地域日本語教育人材育成プロジェクト（JIP）  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化

共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教

育研究会 (4)JSL漢字学習研究会（5）ビジネス日本語研究会(6）中国語話者 

のための日本語教育研究会  

○言語系学会連合活動協力  

平成24(2012)年度  

 

4月・日本経済新聞社主催「第7 回 中国日本語スピーチコンテスト」（1日～7月

23日）。  

・特定非営利活動法人日本語検定委員会主催「平成24 年度「日本語検定」」

後援。  

5月・教師研修「ソーシャルメディアを利用した日本語学習環境」(19日，神戸大

学) 。  

・「2012年度日本語教育学会春季大会」開催（26，27日 東京・拓殖大学）。  

・第10回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(26日) 。  

・第7回林大記念論文賞の授与(26日) 。  

・日本語教育学会創立50周年記念パネルセッション「「できる」ということは

どういうことなのか？－他領域との協働による課題解決にむけて－」開催

（26日）。  

6月・第1回研究集会(2日，金城学院大学) 。  

・(財)国際教育振興会主催「第53 回外国人による日本語弁論大会」後援（2日）。  

・国際交流基金・日本語教育学会共催「平成24 年度看護・介護分野における

日本語教育集中講座」開催（東京6月17日～7月8日，大阪7月7日～28日，広

島6月10日～7月15日）。  

・第2回研究集会(16日，17日，熊本学園大学) 。  

・第3回研究集会(23日，富山大学) 。  

・教師研修「日本語教師のためのコーパス分析」(30日，国際交流基金日本語

国際センター）。  

・（財）日本漢字能力検定協会主催「平成24年度BJT ビジネス日本語能力テス

ト」後援（第24回:2012 年6 月17 日,24 日，第25 回:2012 年11 月18 日）  

・「高校生・大学生のための日本語セミナー2012」実行委員会「高校生・大学

生のための日本語セミナー2012」後援（23日）  

7月・第4回研究集会(1日，北海道大学) 。  

・第5回研究集会(28，29日，早稲田大学) 。  



8月・第6回研究集会(4日，明徳義塾高校）。  

・2012年日本語教育国際研究大会（17日～20日，名古屋大学他）。  

・日本語教育学会50周年記念式典開催（17日，名古屋大学）。  

・Castel/J 実行委員会主催「第5 回「日本語教育とコンピュータ」国際会議

(Castel/J)」後援（20～22日）  

9月・第7回研究集会(1日，日本学生支援機構大阪日本語教育センター) 。  

10月・「2012年度日本語教育学会秋季大会」開催(13，14日，北海道・北海学園 

大学) 。  

・4学会連携特別企画パネルセッション「多文化社会を担う人材育成をコアと

する学会連携の可能性」（13日）。  

・日本語教育研究推進セミナー開催（14日）。  

・JIP セミナー「地域日本語教育のこれから―地域社会と共に作る日本語学習

環境―」（26日，国立オリンピック記念青少年センター）。  

11月・第8回研究集会(10日，弘前大学) 。  

・一般社団法人全国日本語教師養成協議会「全養協セミナー 第1 回「日本語

教師の実践力～ベテラン教師の視点とは？～」」後援（18日）  

12月・教師研修「日本語教師が知っておきたい“地域”の課題」（1日，早稲田大学）。  

・東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター主催「多文化社会実践研

究・全国フォーラム（第6回）」後援（1 日）  

・第9回研究集会(8日，山口大学) 。  

・第二言語習得研究会主催「第23 回第二言語習得研究会全国大会」後援（15，

16日）  

1月 ・教師研修「日本語教師のためのオンラインIT講座」（28日～3月22日）。  

・教師研修「教室活動のデザインⅤ」(13，14日，政策研究大学院大学)。  

3月・ 一般社団法人日本外国語教育振興機構(JACTFL)主催「シンポジウム「外国

語教育の未来（あす）を拓く」」後援（2日）  

・（財)海外産業人材育成協会主催「第2回 看護・介護にかかわる外国人のた

めの日本語スピーチコンテスト」後援（10日）  

○『日本語教育』第151～153号  

○平成24年度年度文化庁研究委託事業「「生活者としての外国人」に対する日

本語教育事業－地域日本語教育の総合的な推進体制の整備に関する調査研究

－」  

○特定課題事業：看護と介護の日本語教育ワーキンググループ，日本語教育振

興法法制化ワーキンググループ最終報告書作成  

○平成25年度日本語教育能力検定試験認定  

○BJTビジネス日本語能力テストテストモニター（第25回・第26回），妥当分

析・検証業務（第24回・25回）  

○日本語教育アーティキュレーション・プロジェクト（J-GAP）  



○東日本大震災募金活動  

○地域日本語教育人材育成プロジェクト(JIP）  

○日本語教育学会パンフレット制作  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化

共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教

育研究会 (4)JSL漢字学習研究会（5）ビジネス日本語研究会(6)中国語話者 

のための日本語教育研究会（7）看護介護の日本語教育研究会  

○言語系学会連合活動協力  

○多文化関連４学会連携  

平成25(2013)年度  

 

4月・公益社団法人に移行（1日）。  

5月・「2013年度日本語教育学会春季大会」開催（25，26日，東京・立教大学）。  

・第11回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(25日) 。  

・第8回林大記念論文賞の授与(25日)。  

・第1回定時代議員総会（25日） 

・理事監事改選。  

・会長に伊東祐郎，副会長に小林ミナ，松崎寛，嶋田和子（再任）就任。  

6月・第1回研究集会(1日，活水女子大学，2日，長崎外国語大学) 。  

・第2回研究集会(15日，名古屋外国語大学) 。 

・教師研修「イントネーションに焦点をおいた発音指導」（15日，早稲田大学） 

・第3回研究集会（22日，石川県政記念しいのき迎賓館） 

・国際交流基金共催「平成25年度看護・介護分野における日本語教育集中講座」

開催（15日～7月6日，福岡会場，16日～7月7日，東京，22日～7月13日，名

古屋会場） 

・高校生・大学生のための日本語セミナー2013」実行委員会主催「高校生・大

学生のための日本語セミナー2013」後援（22日） 

7月・委員改選（1日） 

  ・第4回研究集会（6日，北海道大学国際本部留学生センター） 

8月・第5回研究集会「実践研究フォーラム」（3，4日，武蔵野大学） 

  ・教師研修「夏季集中研修」（10，11日，東京大学） 

  ・第6回研究集会（31日，京都外国語大学） 

10月・「2013年度日本語教育学会秋季大会」開催（12，13日，大阪・関西外国語

大学）。  

・教師研修「インターネット映像配信サービスを利用した教師研修と沿革授業

の実際」（27日，国際交流基金日本語国際センター） 

11月・日本語プロフィシェンシー研究会主催「2013年OPI国際シンポジウム香港」 

   後援（2，3日） 

・第7回研究集会（9日，島根大学） 

  ・第8回研究集会（16日，東北大学） 



  ・一般社団法人全国日本語教師養成協議会主催「第2回全養協セミナー「日本

語教師の実践力～熟練教師は何が違う？～」」後援（17日） 

  ・第9回研究集会（30日，愛媛大学） 

  ・東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター主催「多文化社会実践研

究・全国フォーラム（第7回）」後援（30日） 

12月・アメリカ・カナダ大学連合日本研究センター主催「アメリカ・カナダ大学

連合日本研究センター創立50周年記念公開シンポジウム 選ばれる日本

語：「外国人プロフェッショナル」のまなざし」後援（7日） 

・教師研修「異文化理解教育ワークショップ」（14日，東京大学） 

・第二言語習得研究会主催「第24回第二言語習得研究会全国大会」後援（14，

15日） 

1月・教師研修「タスク作りから考えるビジネス日本語教育」（18日，政策研究大

学院大学） 

  ・日本経済新聞社主催「第7回中国日本語スピーチコンテスト」後援（20日） 

  ・教師研修「日本語教師のためのオンラインIT講座」（27日～3月21日） 

3月 ・一般社団法人日本外国語教育推進機構主催「シンポジウム 第2回 外国語教

育の未来を拓く－グローバル時代を生き抜くための外国語教育－」後援 

（1日） 

・第10回研究集会（8日，園田学園女子大学） 

    ・教師研修「教室活動のデザインⅥ」（8日，東京大学） 

   ・一般財団法人名古屋YWCA主催「名古屋YWCA日本語教育セミナー創立30周年

記念フォーラム「日本語教師をかたちづくるもの－言語・社会・歴史的観

点から」」後援（8日） 

○『日本語教育』第154～156号  

○平成26年度日本語教育能力検定試験認定  

○BJTビジネス日本語能力テストテストモニター（第27回・第28回），妥当分

析・検証業務（第26回・27回）  

○日本語教育アーティキュレーション・プロジェクト（J-GAP）  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化

共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教

育研究会 (4)JSL漢字学習研究会（5）ビジネス日本語研究会(6)中国語話者 

のための日本語教育研究会（7）看護介護の日本語教育研究会  

○言語系学会連合活動協力  

○多文化関連４学会連携 

平成26(2014)年度  

 

5月 ・一般財団法人国際教育振興会主催「第55回外国人による日本語弁論大会」

後援（24日） 

    ・「やさしい日本語」シンポジウム実行委員会主催「公開シンポジウム「や

さしい日本語」研究の現状とその展開」後援（24日） 



・「2014年度日本語教育学会春季大会」開催（31，6月1日 東京・創価大学）。  

・第12回日本語教育学会学会賞・奨励賞の授与(31日) 。  

・第9回林大記念論文賞の授与(31日)。  

・第2回定時代議員総会（31日） 

6月 ・第1回研究集会(14，15日，鹿児島大学) 。  

・第2回研究集会(21日，福井大学) 。  

・教師研修「JSLバンドスケールワークショップ」（29日，早稲田大学） 

7月・第3回研究集会（5日，愛知大学名古屋キャンパス） 

  ・第4回研究集会（5日，北海道大学国際本部留学生センター） 

  ・「シドニー日本語教育国際研究大会（ICJLE）2014」協力（10～12日，シド

ニー工科大学） 

8月・公益財団法人大阪YWCA主催「大阪YWCA日本語教育セミナー」後援（1～3日） 

・第5回研究集会「実践研究フォーラム」（2，3日，東京外国語大学） 

  ・教師研修「夏季集中研修」（9，10日，東京大学） 

  ・九州日本語教育連絡協議会主催「九州日本語教育連絡協議会 設立25周年記

念イベント「みんなの九日連」」後援（24日） 

   ・一般財団法人海外産業人材育成協会主催「第3回看護・介護にかかわる外国

人のための日本語スピーチコンテスト」後援（30日） 

 9月・第6回研究集会（6日，大阪YMCA国際専門学校日本語学科） 

10月・「2014年度日本語教育学会秋季大会」開催（11，12日 富山・富山国際会議

場） 

  ・教師研修「質的研究法」（25日，早稲田大学） 

11月・教師研修「反転授業入門」（2日，東京大学） 

・第7回研究集会（8日，鳴門教育大学） 

  ・第8回研究集会（15日，盛岡大学） 

  ・一般財団法人全国日本語教師養成協議会主催「第13回全養協公開講座「多

様化する日本語教育と求められる教師像～新たに始まった日本語パートナ

ーズの事例から～」」後援（29日） 

12月・東京外国語大学多言語・多文化教育研究センター主催「多文化社会実践研

究・全国フォーラム（第8回）」後援（13日） 

  ・武蔵野大学主催「平成26年度東京国際交流館国際シンポジウム「グローバ

ル人材育成のために日本語教育が果たす役割」」後援（13日） 

  ・第二言語習得研究会主催「第25回第二言語習得研究会全国大会」後援（13

～14日） 

・第9回研究集会（20日，岡山大学） 

1月・教師研修「日本語教師のためのオンラインIT講座」（26日～3月20日） 

2月・日本経済新聞社主催「第9回全中国選抜日本語スピーチコンテスト」後援（2

日） 



・第10回研究集会（28日，龍谷大学） 

3月・一般社団法人日本外国語教育推進機構主催「シンポジウム第3回外国語教育

の未来を拓く－グローバル時代を生き抜くための外国語教育」協力（8日） 

・教師研修「教室活動のためのデザインⅦ」（15日，東京大学） 

○『日本語教育』第157～159号  

○平成27年度日本語教育能力検定試験認定  

○BJTビジネス日本語能力テストテストモニター（第29回），妥当分析・検証

業務（第28回）  

○平成26年度BJTビジネス日本語能力テスト後援（年2回実施） 

○日本語教育アーティキュレーション・プロジェクト（J-GAP）  

○テーマ領域別研究会 (1)アカデミック・ジャパニーズ・グループ (2)多文化

共生社会における日本語教育研究会 (3)日本語音声コミュニケーション教

育研究会 (4)JSL漢字学習研究会（5）ビジネス日本語研究会(6)中国語話者 

のための日本語教育研究会（7）看護介護の日本語教育研究会  

○言語系学会連合活動協力  

○多文化関連４学会連携 

○公益社団法人日本語教育学会の新たな理念体系の構築 

  

以上 

 


